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～2007年2月18日 財団法人日本自動車研究所 の一部署 
     「電動車両普及センター」 
 2007年2月19日 有限責任中間法人 電動車両普及センターとして独立 
 
 2009年4月1日 一般社団法人 次世代自動車振興センターに改名 
 
 
【本拠地】 東京都港区虎ノ門 
 
【主たる業務】 
 ●補助事業 

経済産業省から交付される補助金で、クリーンエネルギー自動車（CEV)購入、
充電インフラ整備、水素インフラ整備に補助金の交付を行う。 

 ●普及広報事業 

電気自動車等の次世代自動車の展示試乗会・シンポジウム・調査などを通して
普及・広報活動を行う。   

次世代自動車振興センターＮｅＶの概要 
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●車両購入補助 
「クリーンエネルギー自動車(ＣＥＶ)等導入促進補助事業」（平成10年度開始） 

・Ｈ２7年度現在、ＥＶ、ＰＨＶ、クリーンディーゼル車、ＦＣＶが補助対象 
 
 
 
                                  ・・・ 
 
（過去、ハイブリッド車も補助対象。Ｈ2１年からＨ24年には、充電器本体の購入
費に対する補助も実施） 
 
●インフラ整備補助 
「次世代自動車充電インフラ整備促進事業」（平成24年度補正：平成25年3月開始） 

・ＣＥＶ補助金から、充電インフラに係る補助が分離独立 
・従来の充電器本体「購入費補助」に加え「設置工事費」まで補助範囲を拡大 
・条件を満たせば「購入費＋工事費」の最大２／３を補助 
 
●「燃料電池自動車用水素供給設備設置補助事業」（平成25年度開始） 
・燃料電池自動車に水素を供給する設備の整備への補助 
 

ＮｅＶの補助金交付事業の概要 
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はじめに 



世界の自動車保有台数 
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日 本 米 国 ドイツ 中 国 世界 

年間販売台数 
（2013年末） 

540※ 1,590 330 2,200 8,550 

年間生産台数 
（2014年末） 

980 1,170 590 2,370 8,975 

保有台数 
（2013年末） 

7,620 25,300 4,700 11,950 115,300 

5.4

15.9

3.3

22.0

9.8
11.7

5.9

23.7

7.6

25.3

4.7

11.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

日本 米国 ドイツ 中国

年間販売台数（2013末） 年間生産台数（2014年末） 保有台数（2013年末）年
間
販
売
・年
間
生
産
台
数
（百
万
台
）

保
有
台
数
（千
万
台
）

出典：「日本の自動車工業2015」   単位：万台 

主要国の四輪自動車の販売・生産・保有台数 

※556万台（2014年末） 



2020年 2030年

20～50% 50～70%

ハイブリッド自動車 20～30% 30～40%

燃料電池自動車 ～1% ～3%

クリーンディーゼル自動車 ～5% 5～10%

30～50%50～80%

20～30%15～20%

従来車

次世代自動車

電気自動車
プラグイン・ハイブリッド自動車

「次世代自動車戦略２０１０」（2010年4月策定）より 

政府の次世代自動車普及目標 
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政府では、2020年（H32年）には、新車販売の20～50％を 
次世代自動車にするとの目標を掲げている 

  ：補助金の対象 

＜乗用車の新車販売に占める車種別目標＞ 
（参考）乗用車（含軽）販売の現状（2013年実績）：約４５６万台 



電動車両の基本構造例 

8 

純粋な電気自動車(EV) ハイブリッド車(HEV)：パラレルHEV 

燃料電池車(FCV) プラグインハイブリド(PHEV)：パラレルHEVベース 

電動機 
発電機 バッテリー 

電
源 

電動機 
発電機 

バッテリー 

内燃機関 
燃料タンク 
（ガソリン等） 

電動機 
発電機 

バッテリー 

燃料電池 
燃料タンク 
（水素） 

電動機 
発電機 

バッテリー 

内燃 
機関 

燃料 
タンク 

電
源 



次世代自動車の現状 
燃料電池自動車を中心として 
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HEVは近年順調に保有台数を伸ばし、本格普及開始 

日本のＥＶ・ＨＥＶ保有台数の推移 
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参考：1997年にプリウス販売開始 



ＣＥＶ補助金での補助台数の推移 
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（台数） 

（年度） 商用HEVは2009年まで補助あり 

HEV（乗用車）は1998年から2006年までの約9年間補助を実施、本格普及に至った。 
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（年度末） 

（台） 

EV本格市場投入開始 

EV・PHV合計 
約115,000台 

乗用車 
52,639 

その他 
 456 

軽乗用車 
10,904 

軽商用車      
6,707 

PHV 44,012 

EV 
70,706 

EV・PHVも本格普及に向け急速に増加 

HEV ：1997-2002  約75,000台 
EV・PHV ：2009-2014  約115,000台 

1997-2002年 
6年間のHEV保有台数の推移 



補助上限額 EV・PHV：85万円、CD：35万円 

※燃料代低減分 

EV：50万円 
PHV：40万円 
CD：20万円 

補助上限額 EV・PHV：100万円、CD：40万円 

24年度まで 

車
両
価
格 

24年度 
（2012年度） 

27年度 
（2015年度） 

25年度 
（2013年度） 

26年度 
（2014年度） 

28年度 
（2016年度） 

車
両
価
格 

ガソリン車価格 EV等の価格 

価格差の 

1/2を補助 

25年度から 

最終目標価格 
ガソリン車価格＋ 
燃料代低減分※ 

目標価格以下の場合 

1/1を補助 

目標価格以上の場合 

2/3を補助 

基準価格 

国の補助金：車両購入補助 
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2016年に「燃料代と車両代トータル」でのコストをガソリン車並みとすることを目標
とし、その間の目標価格を設定。目標価格を達成した場合、差額の全額を補助。 

国の補助金を考慮すれば、現在でもEVのトータルコストはガソリン車並み 



日本国内で市販されているＥＶ・ＰＨＶ・ＰＨＥＶの例 
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ＥＶ 

ＰＨＶ 

上記以外に、原付4輪EVや電動バイクも補助対象となっている 

http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0101.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0102.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0103.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0104.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0105.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0106.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0107.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0108.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0109.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0110.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0111.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0202.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0203.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0204.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0205.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0206.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0201.html


トヨタ FCVミライ 2014.11.18発表、2014.12.15発売 

外 観 写 真 

全長×全幅×全高（mm） 4,890×1,815×1,535 

車両重量（ｋｇ） 1,850 

乗車定員（人） 4 

最高速度(km/h)  175 

航続距離（km） 約650（JC08モード） 

電動機種類 113kW交流同期電動機(トヨタ製) 

燃料電池 固体高分子形（トヨタ製） 

燃料電池出力（kW) 114 

パワー密度（kW/Ｌ） 3.1 

燃料 圧縮水素（70MPa），約5.0kg 

出力補助装置 Ni-MH電池 

販売価格(万円) 723.6（税込） 
15 

補助金 

最大 

202万円 



ホンダの Clarity Fuel Cell  2015.10.28 発表、2016.3発売 

外 観 写 真 

全長×全幅×全高（mm） 4,895 ×1,875× 1475 

車両重量（kg） 

乗車定員（人） 5 

最高速度（km／h） 

航続距離(km) 700以上（JC08モード） 

電動機種類 130kW交流同期電動機(Honda製) 

燃料電池 固体高分子形(Honda製) 

燃料電池出力(kW) 100以上 

燃料電池パワー密度(kW/L) 3.1 

燃料 圧縮水素(70MPa) 

出力補助装置 リチウムイオン電池 

販売価格(万円) 766万円(税込)、当面リース販売 

出典：ホンダのニュースリリース 16 



Mercedes Benz Bクラス Ｆ-Cｅｌｌ 2009.8発売 

外 観 写 真 

全長×全幅×全高 4,275×1,780×1,605mm 

最高速度 170km/h 

航続距離 400km（NEDC） 

電動機最大出力 100kW 

燃料電池 固体高分子形（AFCC製） 

燃料電池出力 90kW 

燃料 圧縮水素（70MPa）、3.7kg 

水素消費量 3.3L / 100km（ディーゼル換算） 

出力補助装置 Liイオン電池（1.4kWh / 30kW） 

販売時期 
2009/8より発売開始 

欧米で約200台のリース販売 
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GM Equinox Fuel Cell  2006.9発表 

外 観 写 真 

全長×全幅×全高 4.796×1.814×1.760m 

車両重量 2,010kg 

定員 4人 

最高速度 160km/h 

航続距離 420km 

電動機種類 交流誘導式 

電動機最大出力 94kW 

燃料電池 固体高分子形（GM製） 

燃料電池出力 93kW 

燃料 圧縮水素（70MPa）、4.2kg 

出力補助装置 ニッケル水素電池（35kW） 
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Project Names 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 

DOE FCV Learning 

Demonstration （乗用車） 

CaFCP（乗用車） 

Light 

-house 

 Project  

HyFLEET:CUTE 

   → CHIC 

 （バスが主体）  

ZERO-REGIO 

→ H2 moves  

   Scandinavia 

（乗用車） 

→ ＨｙＴＥＣ 

HyCHAIN 

   （小型移動体） 

→ High V.LO-City 

   （バス） 

CEP（Germany) 

  （乗用車が主体）   

JHFC（乗用車・バス） 

世界の主要なFCV実証プロジェクト 
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Phase1 

Phase2 Phase3 

  CUTE/ 
  ECTOS 

(Phase1) 

(Phase1) 

(Phase1) 

技術・社会実証 

(Phase1) (Phase2) (Phase3) 

 ＣＨＩＣ Ｐｒｏｊｅｃｔ  （Ｐｈａｓｅ ０～２） 

  （2014年12月現在） 

11/9月末で走行終了 

5月末で終了 

12月末で終了 

12月末で終了 

U
.S

.A
 

E
U

 
JA

P
A

N
 

12月末で終了 

 Ｈ２ ｍｏｖｅｓ Ｓｃａｎｄｉｎａｖｉａ 

  Phase1    Phase2   Phase1    Phase2 Phase3 

 ＦＣＶ Validation Data  Collection 

Phase4 

 HyTEC （乗用車、タクシー、スクター） 

 High V.LO-City 

H14-17 H18-22 



JHFC3 実証水素ステーション(17箇所)と関連設備・車両 

有明 (液水オフサイト,35MPa) 

霞ヶ関 (移動式,70/35MPa) 

成田 (オフサイト,35MPa) 

東京･杉並 (オフサイト,35MPa) 

羽田 (都市ガスオンサイト, 35MPa) 

千住 (都市ガスオンサイト,70/35MPa) 

鳥栖 
 (バイオマスオンサイト 

,35MPa) 

九州大学  
(水電解オンサイト,35MPa) 

北九州  
(オフサイト,35MPa) 

大阪 (都市ガスオンサイト,35MPa) 

山梨  
(移動式,35MPa) 

横浜･旭  
 (石油ナフサオンサイト,70/35MPa)  

商用モデル総合 
実証ステーション 
2012年度完成 

出荷実証設備 [横浜市] 
(45MPa出荷) 
2012年度完成 

35MPa 
トレーラー 

圧縮水素配送 

45MPa 
トレーラー 圧縮水素配送 

   技術･社会実証研究ステーション 
   （HySUT/組合員企業） 

 関連設備(HySUT/組合員企業） 

   地域実証研究ステーション 
   （地方自治体etc） 

神の倉 [名古屋市] 
(LPガスオンサイト，70MPa) 

海老名中央 [海老名市] 
(オフサイト，70MPa) 

とよたエコフルタウン [豊田市] 
(都市ガスオンサイト， 

70/35MPa) 

 X-TRAIL FCV  
(日産) 

 FCHV-adv  
(トヨタ)  

 FCX CLARITY 
(ホンダ) 

フリート走行，計画走行，充填実証協力車両 

セントレア  
(都市ガスオンサイト, 35MPa) 

関西空港 (簡易式オフサイト ,35MPa) 
 FCHV-BUS  
トヨタ･日野)  

  出典：HySUT資料 



加州のZEV規制  

21 

ZEV(Zero Emission Vehicle)規制は、加州で車両を
販売している自動車メーカーに対する規制。 

  適合しないと加州で車両販売は、一切できない。 

・ZEV：走行中、ほぼ排出ガスがゼロの車両 

  具体的には、2018MY以降は、EV,FCV,PHV及び水素 

  エンジン車 

・対象メーカー 

    現在：年間6万台以上を加州で販売しているメーカーで 

   GM、Ford、FCA、トヨタ、ホンダ、日産の 6社 

  2018MY以降：上記に加え、2万台以上を販売している  

   BMW、Daimler、Hyundai、Kia、Mazdaの計6社を追加 

  

   

 



CaFCP ( California Fuel Cell Partnership ) 2012.12末現在  
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期間 1999～2012年 

参加メーカー・機関 34社 

参加自動車メーカー 8社 

参加車両（累積） 225台（内バス13台） 

水素ステーション数 33基（内20基計画中） 

総走行距離 500万マイル以上 

注)  Ford は、2009年2月、メンバー脱退 

                                        出典：CaFCP HP 



DOE Learning Demonstration 2012.5終了 
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FCV参加台数 183 台 

水素ステーション数 25 基（内6基70MPa） 

FC効率  53 - 59% 

航続距離 196 -254 マイル 

耐久性 
2,521 時間 (最大)   

(~75,000 マイル相当) 

注)  Ford, Hyundai/Kia は、2009年末、それぞれ実証参加終了 



CEP (Clean Energy Partnership)  
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目的 ・ エミッションの低減 
・ エネルギー効率の向上 
・ 実現可能な交通オプションとしての実証 
・ エネルギー多様化による供給の確保 

ﾊﾟｰﾄ 
ﾅｰ 

政府 ドイツ連邦政府 

ｴﾈﾙ 
ｷﾞｰ 
企業 

Linde 
Shell Hydrogen 
StatoilHydro,Air 

TOTAL,EnBW 
Vattenfall Europe 
Air Liquide,OMV 

自動車 BMW 
Daimler 
Ford、現代 

GM/Opel 
Volkswagen 
Toyota ※、本田 

交通局 ベルリン交通局 ハンブルグ交通局 

フェイズ 
I 

2003～2007年 
・ 液体水素の実証（BMW、水素ICEバス） 
・ オンサイトLPG水蒸気改質の実施 

フェイズ 
II 

2008年～2010年 
・ ライトハウスプロジェクトに参加。 
・ パートナー拡大 
・ 70MPa充填の実施（SAEドラフト準拠。水素

4kgを3分以内で充填） 
・ 車両の拡大（30～40台） 
・ 水素ステーションの新設（総数3～5箇所） 

フェイズ 
III 

2011～2016年 
・ スカンジナビア水素ハイウエイとの連携 
・ FCV数百台、FCVバス30台導入 

• 2003年からベルリンで実施されているFCV実証試験。 
参加車両：Daimler（87台、FCB含む）、Ford（2台）、GM（20台)、VW（8台）、トヨタ(5台)、ホンダ(2台) 

 

CEP参加車両 

TOTAL（移動式） 

TOTAL（新設） 

Shell（新設） 

TOTAL（既存） 

CEPｽﾃｰｼｮﾝ 

※2010年3月：トヨタ参加を表明 



米国 ドイツ   日本 (参考) 

 
＜カリフォルニア州＞ 

２０１５年までに６８ヵ所整備
する計画 
 
CECを中心とした州政府が
予算＆技術開発サポート 
 
＜連邦政府＞ 

商用ステーションの整備に
向けてH2USA発足 
（産学官連携） 
 
DOEは主に技術開発を 
サポート 

 

２０１５年度までに５０ヵ所 
整備する計画 
⇒CEPプログラム下での 
   整備 
 
２０２３年度までに累積 
４0０ヵ所整備する計画 
⇒H2Mobilityを中心とし た 
  商用ステーション整備 
 

 
２０１５年度までに４大都市圏を
中心に１００ヵ所整備する計画 
 
２０２５年度までに１０００ヵ所 
程度整備する計画 
 
水素供給設備補助事業補助金 
交付決定内容 
   平成２５年度：１８ヵ所 
   平成２６年度：２７ヵ所 

（補助金２３ヵ所） 
 

   (参考：NeV HP) 
 

出典：HySUT講演資料(2015.5.19)より CEC：カリフォルニア州エネルギー委員会 

各国の水素ステーション整備状況 



ＦＣＶと水素ステーションの普及に向けたシナリオ 

フェーズ１ 

技術実証 

【JHFC-2】 

フェーズ２ 

技術実証 

【開始期】 

フェーズ３ 

普及初期 

【拡大期】 

フェーズ４ 

本格普及 

【商用期】 

2010   2011 2025   2026 2015   2016 

FCVユーザーの利便性を確保し
つつFCV生産･販売台数を拡大。 
ステーション及び水素の低コス
ト化技術開発･規制見直しを継
続実施 

技術課題の解決と規制見直しの推進 
（開発の進展を随時チェック＆レビュー） 

社会経済的な視点から、 
FCVと水素ステーション
の効用を検証 

年 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
台
数 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
数 

（注）図の縦軸はFCVの台数と水素ステーションの設置数の相対的な関係を示すもの 

エネルギー多様化と 
CO2排出量削減に貢献  

商用ステーションの仕様決定  

商用ステーションの設置開始  

車種増加によるFCV台数の立上り  

ステーションの先行的設置が  

特に必要な時期 

ステーション設置数及び水素 

コストが目標に達し、ステーショ
ンビジネスが成立する時期 

（FCV2,000台/ST） 

ステーション 1,000箇所程度※  

FCV 200万台程度※  

     ※前提条件：FCVユーザーのメリット（価格・利便性等）が確保されて、順調に普及が進んだ場合 

出典：2010年3月 燃料電池実用化推進協議会（ＦＣＣＪ）資料 

       2015年 
FCVの一般ユーザー普及開始を目指す 

          2025年 
   FCV・水素Stationの自立拡大開始 

ＦＣＣＪシナリオ 

26 



水素ステーション先行整備の概要 
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  出典：岩谷水素エネルギーフォーラム2013より 



北部九州圏：12箇所 
（2箇所開業） 

中京圏：20箇所 
（10箇所開業） 

水素ステーション 

水素集中製造設備 

＜全国図＞ 

＜拡大図＞ 

未開業 

水素ステーション 

50箇所 

開業済み 

水素ステーション 

31箇所 

合計81箇所 

(2015年11月18日時点) 

水素供給設備設置補助事業 交付決定結果(H25~ ) 

関西圏：12箇所 
（2箇所開業） 

首都圏：37箇所 
（14箇所開業） 



FCVの実用化は、2015年から始まる 

29  出典：日産ほかWeb資料 
        2013.1.24 

   2013.1.28 

      2013.7.2 

※Ford、トヨタとのHV共同開発解消                             
       (2013.7.13) 



EV,PHV,FCVの市場投入の状況    2015.5.21 
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PHV 

出典：2015春の自技会講演資料より 



次世代自動車の新たな役割 
電力系統と電動車両 



移動する電源としての新たな役割について 

32 

名 称 電気の流れ 期待される機能 

Grid to Vehicle 
(G2V) 

グリッドから 
ＥＶ・PHEVへ 

車両への単純な充電だけではなく、太陽光・風力発電
からの余剰電力のバッファ等として利用。 

Vehicle to Grid 
(V2G) 

ＥＶ・PHEV・FCV 
からグリッドへ 

車両から電力系統に電力を供給。 
電力系統の周波数調整・需給調整等へ利用。（アンシ
ラリーサービス） 

Vehicle to Home 
(V2H) 

ＥＶ・PHEV・FCV 
から家庭へ 

車両の電力を家庭用の電力供給源として利用。 
電力系統への連系・逆潮流の有無でその役割等に違
いあり。 

Vehicle to Load 
(V2L) 

ＥＶ・PHEV・FCV 
から負荷へ 

車両の電力を家電機器への電力供給源として利用。 

 ＥＶ・ＰＨＶはこれまでの内燃機関自動車と違って、充電時には電気的に電力系統と接続 

 搭載されるバッテリーは一般的に１時間当たり１０ｋＷｈ程度から２０ｋＷｈ以上と大容量 

 ほとんどの自動車は走行している時間より駐車時間の方が長時間 

ＥＶ・ＰＨＥＶ・ＦＣＶを電力システムに取り込む動き 



イメージ図 
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EV

変電所

太陽光パネル

グリッド側 制御

グリッドからEVへ

EV

Grid to Vehicle (G2V) 

変電所

EV

太陽光パネル

グリッド側で制御

EVからグリッドへ

EV

グリッド側で制御

Vehicle to Grid (V2G) 

Vehicle to Home (V2H) 



自動車メーカの取組み 
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日産自動車 
V2Hシステム「LEAF to Home」 

トヨタ自動車 

プリウス等にオプションで 

Ｖ２Ｌ機能あり 

三菱自動車 

 アウトランダーＰＨＥＶは標準
でＶ２Ｌ機能あり 

 アイミーブはＶ２Ｌ機能が付
加可能 

アイミーブ、アウトランダーＰＨＥ
Ｖに日産リーフと同様のＶ２Ｈ機
能が付加可能 

ＦＣＶ「ＭＩＲＡＩ」に 

Ｖ２Ｌ、Ｖ２Ｈ機能が付加可能 



ＭＩＲＡＩもV2Hが可能（１） 
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出典：トヨタサイト 



ＭＩＲＡＩもV2Hが可能（２） 
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出典：トヨタサイト 



ホンダ「クラリティ」も外部給電機能 
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出典：ホンダサイトおよび東京モーターショー 



まとめ 



将来の自動車用エネルギパス 
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石油依存度低減、CO2削減の長期的な目標（CO2半減以下）達成の観点で 
•一次エネルギ源としてバイオマス、原子力、自然エネルギーが重要。 
•自動車燃料として、バイオ燃料、水素、電力が重要なオプション。 

一次エネルギー源 自動車燃料 
(エネルギー源) 

自動車 

ガソリン 
軽油 
LPG 
CNG 

バイオ燃料 

内燃機関
自動車 

CO2 

排出 

石炭 

水素 
燃料電池
自動車 

電気自動車 

CCS 

バイオ燃料は植物成長段階で大気中
のCO2を吸収するので、トータルでの
CO2排出は非常に少ない。また、自動
車適用上の技術課題が少ない。ただ
し、供給可能量が懸念される。 

電力 
CO2 

CO2 

水素を燃料とする自動車は、車から
CO2を排出しない。 

電力で動く電気自動車は、車からCO2

を排出しない。 

水素エンジン 
自動車 

石油 

天然ガス 

バイオマス 

原子力 

水力 

風力・太陽 
発電 

発電＋CCS 

精製 

生成 

改質+CCS 

熱分解 電気分解 

CO2 

吸収 

CCS 

CO2 

CO2 

CO2 

CO2 

発電時や水素製造時にCCS（CO2の回収・貯留技術）を組み合わせることや、再生可能 
エネルギ、原子力利用比率を上げることで、CO2を大幅に削減するポテンシャルがある。 

出典：ＪＨＦＣセミナー資料 



次世代自動車 EV と  FCVの 使われ方のイメージ 
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FCVは、車両サイズと航続距離の面において，既存のガソリン車を代替できる。 

FCVは、小型・短距離用途のBEVと共存して普及拡大が可能と考えられる。 

車両
サイズ

航続距離

大

小

短 長

水素貯蔵密度向上


